
一

円
仁
『
在
唐
記
』
に
つ
い
て

慈
覚
大
師
円
仁
の
著
述
と
さ
れ
る
『
在
唐
記
』
は
、『
大
日
本
仏
教
全
書
悉

曇
具
書
』
中
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
大
蔵
経
天
台
宗
密
教
章

疏
一
』
中
で
は
、『
在
唐
決
』
と
し
て
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
活
字
化
さ

れ
た
『
在
唐
記
』（『
在
唐
決
』）
は
、
三
つ
の
異
な
っ
た
内
容
を
合
わ
せ
た
も

の
で
あ
り
、
中
間
の
部
分
に
梵
字
の
字
母
釈
が
あ
る
。
こ
の
字
母
釈
末
尾
に
は
、

「
隨
南
天
寶
月
三
藏
學
得
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
円
仁
が
中
国
に
お
い
て
宝
月

三
蔵
よ
り
学
ん
だ
梵
字
の
発
音
等
を
記
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
字
母
釈
中
で
は
梵
字
に
対
し
、「
本
郷
我
字
音
」「
大
唐
沙
字
音
」
等

を
対
応
さ
せ
、
そ
の
音
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
字
母
釈
は
橋
本
進

吉
が
「
波
行
子
音
の
変
遷
に
つ
い
て
」（『
岡
倉
先
生
記
念
論
文
集
』、
一
九
二

八
年
）
で
平
安
時
代
の
音
韻
資
料
と
し
て
使
用
し
て
以
来
、
日
本
語
の
研
究
を

目
的
と
し
て
、
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
あ
る
日
本
語
研
究
事
典
に
は
、「
慈
覚
大
師
円
仁
の
『
在
唐
記
』

の
よ
う
に
悉
曇
の
発
音
に
つ
い
て
述
べ
た
書
物
も
著
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
記

載
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
円
仁
『
在
唐
記
』
全
体
が
悉
曇
（
梵
字
）
の
発
音
に

つ
い
て
述
べ
た
書
物
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
。も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
は
円
仁
『
在
唐
記
』
の
字
母
釈
を
利
用
し
た
日
本
語
の
研
究
者
が
、
字
母

釈
の
部
分
の
み
を
強
調
し
す
ぎ
た
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
誤
解
を
与
え
る
原
因

の
ひ
と
つ
で
は
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
で
は
『
在
唐
記
』
を
円
仁
の
著
述
と
し
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
叡

山
文
庫
（
生
源
寺
）
蔵
『
在
唐
訣
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
な
お
、
題
名

と
し
て
は
『
在
唐
訣
』
で
あ
る
が
、
内
容
と
し
て
は
円
仁
『
在
唐
記
』
と
同
一

円
仁
『
在
唐
記
』
の
諸
本
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で
あ
る
。
以
下
で
の
引
用
で
は
訓
点
等
は
略
す
。
ま
た
、
梵
字
は
ロ
ー
マ
字
に

改
め
た
。

（
一
八
丁
表
）

享
保
十
八
年
癸
丑
天
十
二
月
十
三
日

如
鑑

妙
巖
亮
範

東
寺
演
奥
抄
中
引
云
慈
覺
在
唐
記
文
辞
全
同
於
此
書
矣

但
此
書
中
注
云
已
上
證
供
奉
或
智
證
在
唐
記
亦
未
可
知

也
而
此
書
多
是
建
立
護
摩
軌
之
秘
訣
而
實
髻
中
明
珠
者

也
今
私
加
校
點
後
賢
者
宜
知
此
意
云

寛
政
七
年
二
月
十
七
日

亮
雄
敬
記

（
中
略
）

（
一
八
丁
裏
）

右
一
巻
者
吾
祖
慈
覺
大
師
在
於
大
唐
所
記
秘
訣
而
末
字
相
承

以
為
笈
中
秘
書
然
而
書
中
注
證
供
奉
先
輩
花
山
雄
公

曰
或
智
證
在
唐
記
亦
未
可
知
也
今
謂
似
此
説
未
盡
所
以
者
何
此
書

多
是
建
立hom

a

軌
之
秘
訣
也
如
彼
軌
者
法
全
和
尚
撰
集
而
大
師

録
外
将
来
而
軌
中
深
義
稍
難
通
暁
者
親
諮
二
詢
彼
門
下
者
則

師
資
之
常
軌
況
乎
傳
法
大
阿
闍
梨
乎
何
為
僅
以
有
證
供
奉
三
字
輙

是
付
於
智
證
所
訣
可
哉
此
則
所
以
余
云
未
盡
意
在
于
斯
矣
偶
々
如
有

今
注
三
字
者
後
人
誤
加
可
将
書
字
展
轉
不
可
得
知
也
遂
冩
功
之

日
聊
記
片
言
俟
来
者
是
正
云
尓

癸
亥
六
月
廿
九
日

金
剛
佛
子
亮
海
再
記

『
在
唐
記
』
が
、
三
つ
の
異
な
っ
た
内
容
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

す
で
に
述
べ
た
。
な
お
、
以
下
で
は
、
こ
の
三
つ
の
異
な
っ
た
部
分
を
そ
れ
ぞ

れ
前
半
部
、
中
間
部
、
後
半
部
と
呼
ぶ
。

さ
て
、
一
八
丁
表
で
は
亮
雄
が
、
前
半
部
の
末
尾
に
「
已
上
證
供
奉
」
と
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、『
在
唐
記
』
を
智
證
大
師
円
珍
の
作
か
と
疑
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
丁
裏
で
は
亮
海
が
、「
證
供
奉
三
字
」
を
「
後
人
誤
加
」

と
す
る
も
の
の
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

な
お
、
写
本
に
よ
っ
て
は
、
前
半
部
末
尾
の
「
已
上
證
供
奉
」
を
「
已
上
澄

供
奉
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
智
證
大
師
円
珍
の
著
述
と
さ
れ
る
『
大
師
在
唐
時
記
』
が
現
存

し
て
い
る
。『
大
日
本
仏
教
全
書
悉
曇
具
書
』
中
の
円
仁
『
在
唐
記
』
と
『
大

日
本
仏
教
全
書
智
證
大
師
全
集
第
四
』
中
の
円
珍
『
大
師
在
唐
時
記
』
と
を
比

較
す
る
と
、
円
珍
『
大
師
在
唐
時
記
』
は
円
仁
『
在
唐
記
』
の
前
半
部
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
た
だ
し
、
円
珍
『
大
師
在
唐
時
記
』
の
巻
頭
の
十
一
行
分
が
円
仁

『
在
唐
記
』
の
前
半
部
で
は
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
、
大
き
な
違
い
と
な
っ
て

い
る
。

さ
て
、『
日
本
大
蔵
経
天
台
宗
密
教
章
疏
一
』
中
の
円
珍
『
大
師
在
唐
時
記
』

に
は
大
通
寺
本
の
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
校
了

元
歴
元
年
十
一
月
十
二
日
已
時
許
書
了

此
書
智
證
大
師
入
唐
受
法
記
也
。
但
傳
教
大
師
入
唐
傳

受
記
同
之
。
彼
傳
教
記
奥
在
別
事
。
自
餘
此
兩
大
師
記
同
之

物
也
。
可
尋
可
尋
。
又
端
二
十
行
之
文
傳
教
記
無
之
。

（
二
）
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慈
譽
院

嘉
暦
四
年
五
月
之
比
書
寫
之
一
校
了

榮
海

（
中
略
）

寛
政
癸
丑
夏
六
月
二
十
八
日
起
午
至
夜
半
書
寫
并
一
校

了
原
本
乃
五
智
山
所
藏
也

沙
門
僧
牛
於
槇
尾
山
識

嘉
暦
四
年
に
こ
の
本
を
書
写
し
た
栄
海
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
智
證
大
師
円
珍

の
「
入
唐
受
法
記
」
と
伝
教
大
師
最
澄
の
「
入
唐
傳
受
記
」
と
が
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
、
最
澄
の
「
入
唐
傳
受
記
」
は
、
円
珍
の
「
入
唐
受
法
記
」

と
比
較
す
る
と
、
最
澄
の
「
入
唐
傳
受
記
」
で
は
、「
端
二
十
行
」
が
欠
け
て

お
り
、
後
半
部
分
に
「
別
事
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
端

二
十
行
之
文
」
が
、
前
に
述
べ
た
円
仁
『
在
唐
記
』
で
欠
落
し
て
い
る
円
珍
『
大

師
在
唐
時
記
』
の
巻
頭
十
一
行
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
最
澄
の
「
入
唐
傳
受
記
」

と
さ
れ
た
も
の
が
、
現
在
の
円
仁『
在
唐
記
』と
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

栄
海
は
現
在
の
円
仁
『
在
唐
記
』
を
最
澄
の
作
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
寛
政
癸
丑
（
寛
政
五
年
）
に
、
こ
の
『
大
師
在
唐
時
記
』
を
書

写
し
た
沙
門
僧
牛
は
、
円
仁
『
在
唐
記
』
も
書
写
し
て
い
る
。『
日
本
大
蔵
経

天
台
宗
密
教
章
疏
一
』
中
の
『
在
唐
決
』
に
は
、
大
通
寺
本
の
奥
書
が
追
加
さ

れ
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

右
所
寫
在
唐
記
二
巻
智
證
大
師
慈
覺

大
師
各
有
一
巻

者
五
智
山
庫
本
耳
而

古
記
所
傳
各
有
五
巻
與
今
大
異
且
記
中
二
記
全
同
但
前

後
小
異
不
知
其
是
非
重
得
善
本
以
正
眞
偽
矣

寛
政
五
癸
丑
夏
六
月
於
槇
尾
山
記

沙
門

僧
牛

こ
の
二
つ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
沙
門
僧
牛
は
寛
政
五
年
六
月
に
、
円
珍
『
大

師
在
唐
時
記
』
と
円
仁
『
在
唐
記
』
と
を
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、「
古
記
所
傳
」
で
は
五
巻
の
「
在
唐
記
」
が
あ
り
、
そ

れ
ら
は
「
大
異
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
二
巻
は
「
全
同
」
で
あ
る

が
「
前
後
小
異
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
二
巻
が
「
智
證
大
師
慈
覺

大
師
各
有
一
巻
」
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
栄
海
の
い
う
「
傳

教
大
師
入
唐
傳
受
記
」
は
、
沙
門
僧
牛
の
写
し
た
現
在
の
円
仁
『
在
唐
記
』
を

指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
栄
海
が
最
澄
の
作
と
考
え
た『
在
唐
記
』

を
、
沙
門
僧
牛
は
円
仁
の
作
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
栄
海
は
、
五
巻
の
在

唐
記
の
中
に
最
澄
の
も
の
も
あ
っ
た
た
め
、
円
仁
『
在
唐
記
』
を
最
澄
の
作
と

考
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
文
中
に
「
已
上
證
供
奉
」
で
は
な
く

「
已
上
澄
供
奉
」
と
あ
っ
た
た
め
、
最
澄
の
作
と
考
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
り
あ
え
ず
、
栄
海
の
い
う
「
傳
教
大
師
入
唐
傳
受
記
」
は
、
現
在
の
円
仁
『
在

唐
記
』
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
嘉
暦
四
年
（
一
三
二
九
年
）
に
は
、
現
在
と

同
じ
構
成
で
円
仁
『
在
唐
記
』
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

円
仁
『
在
唐
記
』
中
間
部
の
字
母
釈
の
部
分
に
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、

末
尾
に
「
隨
南
天
寶
月
三
藏
學
得
」
と
あ
り
、
円
仁
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
石
山
寺
所
蔵
の
淳
祐
自
筆
の
『
悉
曇
字
母
』
に
も
、
こ
の
字
母
釈
が
含
ま

れ
て
お
り
、
末
尾
に
「
圓
仁
記
」
と
あ
る
。
以
上
か
ら
も
、
こ
の
字
母
釈
が
円

仁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
佐
伯
有
清
『
人
物
叢
書
円
仁
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
で

（
三
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は
、「
円
仁
の
悉
曇
学
に
関
す
る
著
作
に
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
『
悉
曇
記
』

一
巻
が
あ
る
。
円
仁
の
悉
曇
求
得
の
成
果
は
、『
在
唐
記
』
に
収
め
ら
れ
て
い

る
記
述
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。」（
二
五
〇
頁
）
と
述
べ
る
。
確
か
に
、
悉
曇
具

書
目
録
等
に
円
仁
作
と
し
て
、『
悉
曇
記
』
を
載
せ
る
。
し
か
し
、『
悉
曇
記
』

自
体
が
現
存
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。『
人
物
叢
書
円
仁
』
で
も
、『
在

唐
記
』
字
母
釈
の
記
載
を
『
悉
曇
記
』
か
ら
の
引
用
と
推
定
し
て
い
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

『
在
唐
記
』
後
半
部
に
つ
い
て
、『
人
物
叢
書
円
仁
』
で
は
、「『
大
日
経
』

第
十
一
巻
の
「
阿
字
」
に
関
す
る
文
を
引
用
し
た
う
え
で
、「
惟
謹
供
養
云
」

と
あ
る
の
も
惟
謹
の
説
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、『
在
唐
記
』
の
こ
の
部

分
も
円
仁
の
記
述
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」（
一

七
九
頁
）
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、『
影
印

注
解

悉
曇
学
書
選
集
第
一
巻
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
五
年
）
で

は
、「
か
り
と
じ
一
帖

全
六
丁

平
安
末
期
写
」
と
し
て
比
叡
山
無
動
寺
藏

の
円
仁
『
在
唐
記
』
を
載
せ
る
。
こ
の
『
在
唐
記
』
は
字
母
釈
の
み
で
あ
り
、

こ
れ
が
本
来
の
『
在
唐
記
』
で
あ
れ
ば
、「
悉
曇
の
発
音
に
つ
い
て
述
べ
た
書

物
」
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

二

円
仁
『
在
唐
記
』
の
諸
本

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
円
仁
『
在
唐
記
』
そ
れ
自
体
に
は
、
様
々
な
問
題
が

あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
円
仁
『
在
唐
記
』
諸
本
の
調
査
を
行
っ

た
。
思
い
が
け
な
い
発
見
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
従
来
報
告
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
、
詳
細
な
比
較
検
討
は
行
え
な
か
っ
た
た
め
、
各
本

の
先
後
関
係
は
必
ず
し
も
明
確
に
で
き
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
の

グ
ル
ー
プ
分
け
は
可
能
と
な
っ
た
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

各
本
を
紹
介
し
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
を
仮
に
Ａ
本
か
ら
Ｇ
本

ま
で
と
し
た
。

Ａ
本叡

山
文
庫
（
真
如
蔵
）
蔵

縦

一
七
・
〇
糎

横

一
四
・
九
糎

仮
綴

二
六
紙

外
題

在
唐
記

慈
覺
大
師
記

内
題

在
唐
記

前
唐
院

尭
真

慈
覺
大
師
撰

叡
山
文
庫
の
目
録
カ
ー
ド
に
は
「（
外
）
前
唐
院
在
唐
記
」（
原
本
横
書
き
）

と
あ
る
。
し
か
し
、
表
紙
を
見
る
と
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

あ
る
い
は
、
題
簽
が
落
ち
た
よ
う
で
も
な
い
。
お
そ
ら
く
、
内
題
の
「
在
唐
記

前
唐
院
」
を
誤
っ
て
記
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
円
仁
『
在
唐
記
』

の
諸
本
に
は
、
題
名
を
『
前
唐
院
在
唐
記
』
と
す
る
も
の
は
な
い
。『
国
書
総

目
録
』
で
は
『
在
唐
記
』
の
別
名
を
『
前
唐
院
在
唐
記
』
と
す
る
が
、
お
そ
ら

く
叡
山
文
庫
の
目
録
カ
ー
ド
の
「（
外
）
前
唐
院
在
唐
記
」
の
記
載
に
よ
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
別
名
の『
前
唐
院
在
唐
記
』は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

な
お
、『
影
印

注
解

悉
曇
学
書
選
集
第
一
巻
』
で
「
か
り
と
じ
一
帖

全
六
丁

平
安

末
期
写
」
と
さ
れ
た
比
叡
山
無
動
寺
藏
本
が
本
書
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
こ

の
『
在
唐
記
』
も
現
在
の
円
仁
『
在
唐
記
』
と
同
じ
構
成
で
あ
り
、
字
母
釈
の

み
の
書
で
は
な
い
。

（
四
）

円仁『在唐記』の諸本 （住谷芳幸）

１２１― ―



Ｂ
本１

龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
蔵

縦

二
三
・
二
糎

横

一
五
・
七
糎

二
四
紙

外
題

在
唐
記

内
題

在
唐
記

慈
覺
大
師

（
一
丁
表
）

惟
圭
私
考

秘
蔵
記
杲
抄
本
二
一
三

右

同
三
十
九
葉
左

慈
覺
在
唐
記
云
ク

面
北
ニ
シ
テ

交

ヲ

演
奥
鈔
巻
五
之
二
十
四
右

慈
覺
在
唐
ノ

記
ニ

云
良
日
ト
ハ

者
謂
甘
露

日同
六
二
十
二

右

未
考
同
七
十
二
帋
左

長
跪
同
七
十
八

右

連
誦

�
然
等
ノ
モ

有
之

智
證
在
唐
記
有
洛
中
五
智
山
及
ヒ

河
沙
妙
觀
師

秘
教
録
在
唐
所
餘
决
一

（
奥
書
）

（
二
四
丁
裏
）

寶
巖
大
徳
云
此
ノ

本
從
山
門
某
院
來
ル

與
奥
抄
所
引

重
可
尋

求
矣

享
保
十
一
丙
丙

午

年
秋
八
月
冩
得
了

冩
手

惟
圭
卅
九

秀
円
廿
四

大
徳
山
門
之
本
直
賜
之
雖
然
彼
本
蠧
損
誤
不
少
重
テ

得
善

本
校
訂
セ
ン

焉

惟
圭
・
秀
円
に
よ
る
享
保
十
一
年
書
写
の
奥
書
を
持
つ
も
の
が
数
本
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
を
挙
げ
た
が
、
例
と
し
て
一
本
を
挙

げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
惟
圭
・
秀
円
の
直
筆
で
あ
る
と
か
、
代
表
的
な

写
本
で
あ
る
と
か
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
惟
圭
・
秀
円
の
奥
書
を
持
つ
各
諸

本
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
い
な
い
。
な
お
、
巻
頭
に「
惟
圭
私
考
」

と
し
て
「
秘
蔵
記
杲
抄
本
云
々
」
と
い
う
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い

が
、
こ
の
部
分
を
略
す
る
も
の
も
あ
る
。

な
お
、
奥
書
末
尾
に
「
山
門
之
本
」
で
「
彼
本
蠧
損
」
と
あ
る
。
Ａ
本
の
叡

山
文
庫
（
真
如
蔵
）
蔵
本
も
「
蠧
損
」
甚
だ
し
い
本
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ

の
「
山
門
之
本
」
と
は
、
叡
山
文
庫
（
真
如
蔵
）
蔵
本
を
指
す
も
の
か
も
し
れ

な
い
。

２

叡
山
文
庫
（
池
田
史
宗
）
蔵

縦

二
七
・
四
糎

横

一
九
・
二
糎

二
五
紙

外
題

在
唐
記

覺
大
師
御
撰

内
題

在
唐
記

天
台
沙
門
忠
圓
之

巻
頭
の
「
惟
圭
私
考
云
々
」
な
し
。

（
五
）
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（
奥
書
）

（
二
五
丁
裏
）

龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
と
同
文
。

た
だ
し
、「
山
門
某
院
」
の
右
に
朱
で
「
禪
定
院
歟
」
と
記
す
。

３

日
本
大
学
蔵

縦

二
六
・
九
糎

横

一
八
・
九
糎

二
四
紙

外
題

在
唐
記

慈
覺
大
師

内
題

在
唐
記

慈
覺
大
師

（
表
紙
裏
）

「
昭
和
三
一
年
四
月
一
三
日
一
誠
堂
購
入
」
の
印
。

（
一
丁
表
）

右
下
に
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
の
朱
印
。

（
一
丁
裏
）

本
書
首
章
欠
失
せ
る
は
惜
む
へ
し
又
別
本
三
卷
本
あ
り
と
い
へ
と
も
所
見
な

し
と
上
杉
文
秀
氏
の
語
ら
れ
た
り
と
き
け
り
（
朱
筆
）

（
二
丁
裏
）

「
惟
圭
私
考
云
々
」
と
龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
と
同
文
。

（
奥
書
）

（
二
四
丁
裏
）

龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
と
同
文
。

た
だ
し
、「
山
門
某
院
」
の
右
に
朱
で
「
禪
定
院
歟
」
と
記
す
。

４

大
谷
大
学
蔵

縦
二
七
・
二
糎

横
一
八
・
五
糎

二
六
紙

外
題

在
唐
記

慈
覺
大
師

完

内
題

在
唐
記

慈
覺
大
師

（
二
丁
表
）

「
惟
圭
私
考
云
々
」
と
龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
と
同
文
。

（
奥
書
）

（
二
五
丁
裏
）

龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
と
同
文
。

（
二
六
丁
裏
）

明
治
四
十
一
年
六
月
御
橋
悳
言
氏
之
手
を
經
て

黒
川
真
道
氏
之
蔵
本
を
借
得
者
謄
写

せ
し
め
た
る
者
也

真
宗
大
學
図
書
館

５

温
泉
寺
（
兵
庫
県
城
崎
市
）
蔵

縦

二
三
・
二
糎

（
六
）
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横

一
五
・
七
糎

（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
紙
焼
き
を
使
用
。
大
き
さ
は
紙
焼
き
中
の

メ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
推
定
。）

二
四
紙

外
題

在
唐
記

内
題

在
唐
記

慈
覺

巻
頭
の
「
惟
圭
私
考
云
々
」
な
し
。

（
奥
書
）

（
裏
表
紙
裏
）

寶
巖
大
徳
云
此
本
從
山
門
某
院
來
与
奥
抄
所
引
在
唐
記
異
重

可
尋
求
矣

聖
教
目
録
出
多
本
可
得
覧

享
保
十
一
丙
午
年
秋
八
月
冩
得
了

惟
圭
三
九

大
徳
山
門
之
本
直
賜
之
雖
然
彼
本
蠧
損
誤
不
少
重
得
善
本
校
訂
焉

享
保
十
六
年
歳
次
辛
亥
春
三
月
命
十
三
沙
弥
等
慧
令
冩
之
畢

曇
寂

元
文
二
丁
巳
年
冬
十
月
二
日
以
曇
寂
之
御
本
書
冩
之
畢

温
泉
寺
沙
門祐

淳

６

駒
澤
大
学
（
永
平
寺
寄
託
）
本

縦

二
七
・
〇
糎

横

一
九
・
二
糎

二
五
紙

外
題

在
唐
記

覺
大
師

内
題

在
唐
記

慈
覺
大
師

（
二
丁
裏
）

「
惟
圭
私
考
」
と
龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
と
同
文
。

（
奥
書
）

（
二
五
丁
裏
）

龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
と
同
文
。

た
だ
し
、「
山
門
某
院
」
の
右
に
朱
で
「
禪
定
院
歟
」
と
記
す
。

末
尾
に
、

安
政
二
年
乙
卯
冬
十
一
月
写
之
了

行
阿
日
賢

五
十
二

を
追
加
す
る
。

Ｃ
本１

叡
山
文
庫
（
吉
祥
院
）
蔵

縦

二
七
・
〇
糎

横

一
九
・
三
糎

仮
綴

表
紙
と
も
二
六
紙

外
題

在
唐
記

慈
覺
大
師
記

内
題

在
唐
記

慈
覺

（
奥
書
）

（
二
五
丁
裏
）

大
治
元
年
十
月
中
旬
之
比
誂
筆
者
以
三
昧
阿
闍
梨
御

（
七
）
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本
書
之

同
二
年
正
月
五
日
校
了

金
剛
佛
子
良

寶
暦
八
龍
集
寅
歳
二
月
十
三
日
夜
校
写
江
州
延
暦
寺
東
塔
南
溪
吉
祥
院
請
以

全
本
更
校

天
台
山
除
饉
男
般
若
金
剛
実
霊

２

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

縦

二
七
・
〇
糎

横

一
九
・
九
糎

仮
綴

表
紙
と
も
二
十
六
紙

外
題

在
唐
記

全

内
題

在
唐
記

慈
覺

（
奥
書
）

（
二
五
丁
裏
）

叡
山
文
庫
（
吉
祥
院
）
蔵
と
同
じ
。

３

無
窮
会
蔵

『
玉

』
第
百
八
十
三
巻

『
池
底
叢
書
京
城
圖
』
等
と
合
写
。

縦

三
三
・
〇
糎

横

二
四
・
〇
糎

表
紙
と
も
二
十
六
紙

外
題

在
唐
記

慈
覺
大
師
記

内
題

在
唐
記

慈
覺

（
奥
書
）

（
二
五
丁
裏
（
丁
数
は
『
在
唐
記
』
部
分
の
み
で
数
え
た
。））

叡
山
文
庫
（
吉
祥
院
）
蔵
と
同
じ
。

Ｄ
本叡

山
文
庫
（
無
動
寺
）
蔵

縦

二
七
・
一
糎

横

一
九
・
三
糎

二
六
紙

外
題

在
唐
記

慈
覺
大
師

内
題

在
唐
記

慈
覺

（
奥
書
）

（
二
五
丁
表
）

元
文
三
年
戊
午
年
八
月
書
冩
了

自
在
金
剛
韶
眞

（
二
六
丁
表
）

安
永
六
年
丁
酉
季
十
二
月
以
東
叡
真
如
本
令
書

写
之
了

求
法
沙
門
慧
航

文
化
三
年
九
月
以
明
徳
院
慧
航
之
本
令
書
写
之
了

護
法
金
剛
眞
超

（
八
）

円仁『在唐記』の諸本 （住谷芳幸）
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『
国
書
総
目
録
』
で
は
、
円
珍
の
『
在
唐
記
』
と
し
て
、「
明
徳
院
無
動
寺

（
巻
上
、
文
化
三
年
真
超
写
）」
と
す
る
が
、
叡
山
文
庫
の
目
録
カ
ー
ド
に
は

見
え
な
い
。
こ
の
円
仁
『
在
唐
記
』
を
誤
っ
た
も
の
か
。

Ｅ
本叡

山
文
庫
（
生
源
寺
）
蔵

縦

二
六
・
七
糎

横

一
九
・
四
糎

二
一
紙
（
う
ち
末
三
紙
は
安
然
真
筆
と
し
て
『
在
唐
記
』
末
に
追
加
。）

外
題

慈
覺
大
師
在
唐
訣

一
巻

内
題

慈
覺
大
師
在
唐
訣

深
秘

（
奥
書
）

（
一
八
丁
表
）

享
保
十
八
年
癸
丑
天
十
二
月
十
三
日

如
鑑

妙
巖
亮
範

東
寺
演
奥
抄
中
引
云
慈
覺
在
唐
記
ノ

文
辞
全
ク

同
於
此
書
ニ

矣

但
此
ノ

書
中
注
シ
テ

云
已
上
證
供
奉
或
ハ

智
證
在
唐
記
モ

亦
未
可
知
ル

也
而
此
ノ

書
多
是
建
立
護
摩
軌
之
秘
訣
而
實
ニ

髻
中
ノ

明
珠
者

也
今
私
ニ

加
フ

校
點
ヲ

後
賢
者
宜
知
此
意
云

寛
政
七
年
二
月
十
七
日

亮
雄
敬
記

同
九
年
丁
巳
十
一
月
朔
日
書
冩

阿
闍
梨
真
儁

文
久
三
年
歳
在
癸
亥
六
月
廿
八
日

夜
剪
二
更
々
燈
令
書
冩
畢
偏

為
令
法
久
住
利
益
有
情
也

延
暦
寺
道
場
持
念
沙
門
亮
海
敬
記

（
中
略
）

（
一
八
丁
裏
）

右
一
巻
者
吾
祖
慈
覺
大
師
在
シ
テ

於
大
唐
ニ

所
ロ
ノ

記
ス
ル

秘
訣
シ
テ

而
末
字
相
承

以
ニ

為
笈
中
ノ

秘
書
ト

然
而
書
中
注
シ
テ

證
供
奉
ト

先
輩
花
山
ノ

雄
公

曰
或
ハ

智
證
在
唐
記
モ

亦
未
可
知
也
ト

今
謂
フ

似
此
説
未
ル
ニ

盡
所
以
者
何
ナ
レ
ハ

此
ノ

書多
ハ
是
レ
建
立hom

a

軌
ノ
之
秘
訣
也
如
彼
軌
ノ
者
法
全
和
尚
撰
集
而
大
師

録
外
ノ

将
来
而
軌
中
ノ

深
義
稍
難
通
暁
シ

者
親
ク

諮
詢
彼
門
下
ニ

者
則

師
資
之
常
軌
況
ヤ

乎
傳
法
大
阿
闍
梨
ヲ
ヤ

乎
何
為
僅
ニ

以
有
ル
ヲ

證
供
奉
三
字
輙
ク

是
レ
ヲ

付
於
智
證
ノ

所
訣
ニ

可
ナ
ラ
ン

哉
レ

此
則
所
以
余
カ

云
未
盡
ト

意
ロ

在
于
斯
矣

偶
々
如
有
ル
ハ

今
注
ノ

三
字
者
後
人
誤
加
可
将
書
字
展
轉
歟
ス
ル
カ

不
可
得
知
也
遂
冩
功
之

日
聊
カ

記
シ
テ

片
言
ヲ

俟
来
者
ノ

是
正
云
尓

癸
亥
六
月
廿
九
日

金
剛
佛
子
亮
海
再
記

（
二
一
丁
裏
）

于
時
安
政
六
年
巳
未
二
月
廿
日
依
慈
念
院
慈
純
闍
梨
秘
蔵

安
然
和
尚
真
筆
之
御
本
謹
遂
冩
功
畢

台
山
領
浄
泉
沙
門
発
生
介
亮
通
記

文
久
三
年
歳
在
癸
亥
六
月
廿
九
日
右
御
本
奉
書
冩
畢

和
尚
親
書
第
二
轉

希
世
之
珍
本
也
可
秘
重
穴
賢

西
塔
院
沙
門
金
剛
佛
子
亮
海
記

時
歳
廿
九

（
九
）
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Ｆ
本京

都
大
学
蔵

縦

二
四
・
二
糎

横

一
六
・
四
糎

仮
綴

二
三
紙

『
日
本
大
蔵
経
』
の
原
稿
で
あ
ろ
う
。
墨
筆
で
『
在
唐
記
』
本
文
を
写
し
、

朱
筆
で
訓
点
お
よ
び
印
刷
用
の
指
示
を
記
入
す
る
。
奥
書
は
各
『
在
唐
記
』
の

奥
書
を
貼
り
あ
わ
せ
て
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
文
が
何
に
よ
っ
た
の
か
は
明
確

で
は
な
い
。
な
お
、
一
紙
目
に
「
中
野
達
慧
寄
贈
」
の
印
が
あ
る
。

題
名
と
し
て
、
最
初
の
行
に
墨
筆
で「
在
唐
記
」と
記
し
て
あ
る
。
た
だ
し
、

「
記
」
を
朱
筆
で
「
决
」
に
訂
正
す
る
。
な
お
、
印
刷
時
に
こ
の
「
决
」
は
、

「
決
」
と
な
る
。「
記
」
を
朱
筆
で
「
决
」
に
変
更
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。『
日
本
大
蔵
経
』
の
同
じ
巻
に
円
珍
の
『
在
唐
記
』
が
含
ま
れ
て

お
り
、
同
名
を
避
け
る
た
め
の
変
更
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
印
刷
時
に
「
决
」

が
「
決
」
と
変
更
さ
れ
た
理
由
も
不
明
で
あ
る
。
単
に
活
字
の
問
題
で
あ
ろ
う

か
。『
国
書
総
目
録
』
で
は
、『
在
唐
記
』
の
別
名
を
『
在
唐
決
』
と
す
る
。
お

そ
ら
く
、『
日
本
大
蔵
経
』
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
別
名
と
し
て
は
現
在

確
認
で
き
る
の
は
、
前
述
の
叡
山
文
庫
（
生
源
寺
）
蔵
の
『
在
唐
訣
』
だ
け
で

あ
る
。

Ｇ
本青

蓮
院
吉
水
蔵
蔵

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
青
蓮
院
吉
水
蔵
に
円
仁
の
『
在
唐
記
』（
平

安
末
期
写
一
帖
）
お
よ
び
円
珍
の
『
在
唐
記
』（
大
治
元
奥
書
、
一
帖
）
が
現

存
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
今
回
は
調
査
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、『
青
蓮
院

門
跡
吉
水
藏
聖
教
目
録
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
）
に
は
『
在
唐
記
』
の

記
載
が
あ
る
。
形
状
等
を『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
藏
聖
教
目
録
』よ
り
引
用
す
る
。

第
七
箱

９
在
唐
記

○
平
安
時
代
後
期
冩
、
粘
葉
裝
、
楮
交
リ
斐
紙
、
縱
二
五
・
〇
糎
、
横

一
四
・
六
糎
、
一
〇
七
紙
、
押
界
七
行
、
界
高
一
九
・
八
糎
、
界
幅

一
・
七
糎
、
薄
茶
地
原
表
紙
、
朱
點
（
假
名
、
句
切
點
、
返
點
、
平

安
後
期
）、
朱
書
訂
正
・
書
入
・
拘
點
・
校
合
、
墨
書
校
合
、
内
題

・
尾
題
ナ
シ

（
實
助
）

（
印
圓
カ
）

（
表
紙
）（
右
上
）
虚
心
記
（
右
下
）
□

（
左
下
）
□
□

（
扉
紙
）
胎
藏
在
唐
記
師
云
虚
心
記
イ
本
在
之

（
後
筆
朱
書
）

（
外
題
）『
胎
藏
』
／
在
唐
記

（
奥
書
）
金
剛
弟
子
觀
尊
之
本

（
後
筆
）「
傳
領
了
實
助
之
」

『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
藏
聖
教
目
録
』
に
記
載
さ
れ
た
『
在
唐
記
』
は
こ
れ
の

み
で
あ
る
。「
平
安
時
代
後
期
冩
」
と
あ
る
こ
と
は
、『
国
書
総
目
録
』
の
「
平

安
末
期
写
」
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
表
紙
等
に
「
円
仁
」「
慈
覺
大
師
」
の

記
載
が
全
く
な
い
。
ま
た
、『
虚
心
記
』
と
い
う
題
名
に
つ
い
て
も
不
審
で
あ

る
。ま

た
、
前
述
の
よ
う
に
、
円
仁
『
在
唐
記
』
の
中
間
部
は
字
母
釈
で
あ
り
、

（
一
〇
）

円仁『在唐記』の諸本 （住谷芳幸）
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後
半
部
で
は
、「
阿
字
」に
関
す
る
惟
謹
の
説
等
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

内
題
に
「
後
筆
朱
書
」
で
特
に
『
胎
藏
』
と
追
加
さ
れ
た
と
い
う
点
か
ら
は
、

円
仁
『
在
唐
記
』
の
前
半
部
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
す

な
わ
ち
、
現
在
の
円
珍
『
大
師
在
唐
時
記
』
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
を
期
し
た
い
。

ま
た
、『
国
書
総
目
録
』
で
は
、
青
蓮
院
吉
水
蔵
と
し
て
円
珍
の
『
在
唐
記
』

（
大
治
元
奥
書
、
一
帖
）
を
あ
げ
る
。
Ｃ
本
と
し
て
あ
げ
た
叡
山
文
庫
（
吉
祥

院
）
蔵
等
に
現
存
す
る
円
仁
『
在
唐
記
』
に
は
、「
大
治
元
年
十
月
中
旬
之
比

誂
筆
者
以
三
昧
阿
闍
梨
御
本
書
之
」
と
い
う
奥
書
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ

を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
円
珍
の
『
在
唐
記
』
で
は
な
く
、

円
仁
の
『
在
唐
記
』
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
同
じ
く
大
治
元
年
に
写
さ
れ
た

円
珍
の
『
在
唐
記
』
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
藏
聖

教
目
録
』
に
は
そ
の
記
載
は
な
く
、
所
在
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

三

ま
と
め

以
上
、
円
仁
『
在
唐
記
』
の
諸
本
を
調
査
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
点
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

一

平
安
末
期
写
の
叡
山
文
庫
（
真
如
蔵
）
蔵
本
も
、
現
在
の
円
仁
『
在
唐

記
』
と
同
様
に
前
半
部
、
中
間
部
、
後
半
部
の
三
つ
の
異
な
っ
た
内
容
を

合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

円
仁
『
在
唐
記
』
の
中
間
部
の
字
母
釈
以
外
は
、
円
仁
の
著
述
で
あ
る

こ
と
の
確
実
な
証
拠
は
な
い
こ
と
。

三

円
仁
『
在
唐
記
』
の
別
名
と
し
て
は
、
叡
山
文
庫
（
生
源
寺
）
蔵
本
の

『
在
唐
訣
』
の
み
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

（
一
一
）
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